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甲斐市議会総務教育常任委員会会議録 

 

 １．開 催 日 時    平成２９年５月２５日 

 

 ２．招 集 場 所    甲斐市役所委員会室Ａ 

──────────────────────────────────────────── 
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         有 泉 庸一郎 君          内 藤 久 歳 君 

         保 坂 芳 子 君 

 

欠席委員（なし） 

 

傍聴議員（９名） 

   議  長  小 浦 宗 光 君          横 山 洋 介 君 

         金 丸 幸 司 君          金 丸   寛 君 

         小 澤 重 則 君          清 水 正 二 君 

         山 本 今朝雄 君          三 浦 進 吾 君 

         藤 原 正 夫 君 

──────────────────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 
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教 育 部 長 生 山   勝 君 企画財政課長 横 森 貴 志 君 

総 務 課 長 石 合 雅 史 君 
防災危機管理
課 長 長谷川 秀 明 君 

税 務 課 長 長 田 裕 二 君 
市民活動支援
課 長 白 神 忠 広 君 

教育総務課長 樋 口   充 君 学校教育課長 内 藤 和 彦 君 

生涯学習文化
課 長 

土 屋 達 巳 君 
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図 書 館 長 保 坂 和 也 君 市 民 税 係 長 有 泉 正 恵 君 

資 産 税 係 長 丸 茂 貴 幸 君 
市民活動支援
係 長 

伊 藤   敦 君 
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学 事 係 長 高 野 悦 夫 君 教育指導係長 中 村 忠 廣 君 
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スポーツ推進
係 長 望 月 新 路 君 施設管理係長 保 坂 俊 和 君 

図 書 館 
総 務 係 長 
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職務のために出席した者の職氏名 

議会事務局長 岩 下 和 也   書 記 輿 石 文 明   

書 記 有 野 恵 里     

 

内容 

１ 平成２８年度創甲斐教育推進事業の進捗状況について（教育総務課・学校教育課・ 

  生涯学習文化課・スポーツ振興課・図書館） 

２ 平成２９年度甲斐市学校教育指導方針について（学校教育課） 

３ 要保護及び準要保護児童生徒数の推移について（学校教育課） 

４ 平成２９年度主要工事執行計画について（教育総務課・生涯学習文化課・スポーツ 

  振興課） 

５ 平成２９年度甲斐市生涯学習推進計画について（生涯学習文化課） 

６ 平成２９年度甲斐市スポーツ推進計画について（スポーツ振興課） 

７ 平成２９年度甲斐市図書館事業推進計画について（図書館） 
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開会 午後 １時２７分 

 

○書記（輿石文明君） 改めまして、こんにちは。 

  ただいまから総務教育常任委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに委員長より挨拶をいただきまして、委員長の進行で進めてまいり

ますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、次第の２、委員長挨拶。 

  長谷部委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 皆さん、ご参集本当にお疲れさまでございます。 

  本日は６月定例の前の常任委員会ということでご参集いただきました。内容は、６月定例

に関係することはその他だけで、あとは教育委員会関係の報告事項あるいは今年度の計画に

ついてでありますけれども、非常に案件が多岐にわたっておりますので、ぜひともご協力を

お願いしたいと思います。 

  それでは、座って進行させていただきます。 

  ただいまの出席委員は６名であります。定足数に達しておりますので、これより総務教育

常任委員会を開会いたします。 

  なお、松井委員におかれましては、遅刻の連絡がありましたのでご報告申し上げます。 

  なお、本日は委員会議員の傍聴を許可しております。ご承知おきください。質疑は委員の

質疑を受けた後に傍聴議員の質疑を受けたいと思います。傍聴議員の質疑は、さきの申し合

わせのとおり会派の割り当て人数により行います。質問は１問とし、再質問は１回までとし

ます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、順序は少し前後しますけれども、次第の４、その他か

ら行います。当局から報告がありますので、企画財政課、総務課、防災危機管理課の順で報

告をお願いいたします。 

  横森企画財政課長。 

○企画財政課長（横森貴志君） お疲れさまでございます。 
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  企画財政課では、６月定例会におきまして山梨県の鉄道通学支援による人口転出抑制実証

事業を活用し、中央東線を利用して自宅から県外の大学等に通学する学生を対象として通学

定期券購入費に対する助成事業の歳出補正を予定しておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 石合総務課長。 

○総務課長（石合雅史君） お疲れさまです。 

  総務課からも６月定例議会に提出を予定しております案件について報告させていただきま

す。 

  初めに、条例関係につきましては、甲斐市個人情報保護条例及び甲斐市情報公開条例、２

つの条例の一部改正議案の提出を予定しております。このほど、行政機関の保有する個人情

報の保護に関する法律並びに行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律の一部改正が行われ、施行されることとなりました。これらの法律改正に伴い、

現行条例との整合性等を図るため、所要の改正を行うものでございます。 

  なお、あわせて関連性がございますので、甲斐市個人情報保護条例施行規則についても一

部改正を行うものであります。 

  次に、補正予算につきましては、２款総務費、１項総務管理費、４目財産管理費、04の

市有財産管理事業の増額補正をお願いするものであります。市有建築物の一部が隣接地に越

境していることが判明いたしました。隣接地は現在、宅地開発計画が予定されており、早急

な対応が必要となったことから今回の補正予算をもって建築物等の解体を予定しております。

条例改正、補正予算ともに常任委員会の折に詳細説明を行わせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 長谷川防災危機管理課長。 

○防災危機管理課長（長谷川秀明君） お疲れさまでございます。 

  防災危機管理課からその他ということで報告をさせていただきます。 

  ６月定例会におきまして補正予算をお願いするものでございます。災害対策費のうち、防

災無線施設維持管理費について、個人の所有地を借りまして設置をしております防災行政無

線の放送塔が土地利用の変更により支障となるため、移設に必要な経費を増額補正をお願い

するものでございます。もう１点、災害対策整備事業につきまして、防災危機管理アドバイ
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ザーの任用に係る経費につきまして増額補正をお願いするものでございます。 

  以上、防災危機管理課からその他ということで報告をさせていただきました。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  本件は定例会の案件でございますので、質疑は省略とさせていただきます。 

  次に、委員より企画財政課、総務課、防災危機管理課関係でお聞きしたいことがありまし

たらお願いいたします。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、以上で企画財政課、総務課、防災危機管理課

関係のその他を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 １時３３分 

 

再開 午後 １時３５分 

 

○委員長（長谷部 集君） 会議を再開いたします。 

  引き続き、その他を行います。 

  税務課、市民活動支援課の順で報告をお願いいたします。 

  長田税務課長。 

○税務課長（長田裕二君） お疲れさまでございます。 

  税務課よりその他につきましてご報告させていただきます。 

  ６月定例議会におきまして、甲斐市税条例の一部改正をお願いするものでございます。こ

れは、地方税法等の改正に伴う甲斐市税条例の一部を改正するものになります。条例改正案

の提出を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 白神市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 続きまして、市民活動支援課からお願いいたします。 

  市民活動支援課では、６月補正予算におきまして古村区の公民館建てかえに係ります地域

集会施設建設費補助金と大下条東区、西区の一般コミュニティ助成事業の審議をお願いする
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予定でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  本件も定例会の案件ですので、質疑は省略といたします。 

  次に、委員より税務課、市民活動支援課関係でお聞きしたいことがありましたらお願いし

ます。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、以上で税務課、市民活動支援課関係のその他

を終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 １時３６分 

 

再開 午後 １時３９分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、次第の３、内容を行います。 

  （１）平成28年度創甲斐教育推進事業の進捗状況について、担当より説明をお願いしま

す。 

  樋口教育総務課長。 

○教育総務課長（樋口 充君） お疲れさまでございます。 

  それでは、平成28年度創甲斐教育推進事業の進捗状況について説明をさせていただきま

す。 

  別冊の資料の、こちらの平成28年度進捗状況、創甲斐教育推進事業というので、すみま

せん、お願いいたします。 

  創甲斐教育推進大綱につきましては、平成22年度を初年度といたしまして平成31年度ま

での10年間を計画期間として策定し、中間年の平成26年度に見直しを行い、平成27年度か

ら31年度までの後期計画を作成しております。計画には、学校教育から図書館まで、さま

ざまな施策、指標がございます。各担当のほうから主だった内容につきまして順次説明をさ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤学校教育課長。 
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○学校教育課長（内藤和彦君） お疲れさまでございます。 

  平成28年度創甲斐教育推進事業のうち、学校教育課に関連します学校教育の充実に関す

る事業の進捗状況につきましてご説明いたします。 

  別冊資料１ページをごらんください。 

  資料には、施策、指標、指標の概要、平成25年度から28年度までの３年間の現況値と31

年度の目標値を記載しております。時間の関係上、ポイントを絞っての説明となりますが、

よろしくお願いいたします。 

  まず、番号２、豊かな心の育成では、道徳教育の推進、規範意識、思いやりの心の育成な

ど、６つの指標に対して保護者やスクールカウンセラーなど、関係機関とも連携して取り組

んでいるところでございます。平成31年度の目標値と差があります読書への取り組みにつ

きましても、各学校で学級担任、図書館司書を中心に家庭や市立図書館などとも連携し、読

書意欲の向上に向けたさまざまな取り組みを行っているところです。今後も、関係機関との

連携を一層進める中で、学校の取り組みの充実を図り、読書意欲の向上に努めてまいりたい

と考えております。 

  それでは、２ページをお願いいたします。 

  番号３、確かな学力の育成に関しては、学校での授業はもちろんのこと、家庭での学習習

慣も大切な要素となります。番号３の３、家庭学習の取り組み状況では、中学校で目標値に

差がありますが、中学生の学力は全国学力学習状況調査では、数年前と比べ、学力全体の底

上げが図られ、全国との差が縮まっております。一方で、生徒の質問調査からは、授業に取

り組む姿勢や、家庭学習の習慣に課題も見られます。それに対しまして、今年度から授業の

進め方や、ノート指導など、市内の中学校で統一した取り組みを一斉に行い、授業の改善と

学習意欲の向上を目指しております。今後も学校と家庭がそれぞれの役割を果たし、わかる

授業の推進と学習意欲の向上が図られ、家庭学習の習慣も身につくよう、引き続き取り組ん

でまいります。 

  続いて、番号５番、特別支援教育の充実ですが、個別の指導計画は特別支援学級在籍児

童・生徒の指導計画作成は義務化されており、全ての児童・生徒の指導計画を作成しており

ます。通常学級における特別な支援を必要とする児童・生徒につきましても、より適切な指

導がなされるよう指導計画の作成に指導、助言してまいります。 

  番号６、環境教育の充実では、山梨県教育委員会が作成しております山梨環境学習プログ

ラムの活用が進んではおりますが、目標値にはまだ差がある状況です。このことは、小学校
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での環境教育が地域の学習を中心に行うため、本市が発行しております環境副読本や市教委

が発行しております副読本の「私たちの甲斐市」を活用しての授業が中心であるためと考え

ております。今後も、環境に関する理解が進みますよう発達段階に合わせ、効果的な指導、

資料の活用に努めてまいります。 

  資料３ページでございますが、家庭、地域、学校の連携強化でございます。番号２番、幼

児教育の推進でございますが、幼稚園、保育園と小学校、中学校が連携し、触れ合いを通し

て豊かな心の育成を図っているところです。課題としましては、中学校の触れ合い活動が技

術家庭科の、家庭分野の学習内容となっております。活動時間の確保や、学校と園の行事の

調整などに苦労しているという点がございます。今後も各校での実践例を参考にしながら、

家庭、地域、学校の連携強化に努めてまいります。 

  以上で、学校教育課関係の進捗状況の説明を終わります。 

○委員長（長谷部 集君） 土屋生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） お疲れさまでございます。 

  それでは、引き続き生涯学習文化課より説明をさせていただきます。 

  資料同じく３ページの下の段の表になります。生涯学習文化活動の推進でございます。主

だったところとしましては、２番の多様な生涯学習機会の提供は、指標の概要は公民館が主

催する親子、子供向け生涯学習講座への参加者数となります。平成28年度現況値は、1,567

人で、人数的にはほぼ横ばいですが、計画値、平成28年度の計画値でございます1,600人を

若干下回っております。また、３番の生涯学習環境の充実は、市が主催する生涯学習講座等

への参加数となりますが、著しく低下しております。２番、３番いずれも中部公民館閉館に

伴う講座並びに公民館まつりへの参加者数が影響したと思われます。 

  次に５番の、文化、芸術に親しむ機会の充実は、双葉ふれあい文化館による自主企画事業

への参加数となります。平成28年度現況値は4,034人で、平成28年度の計画値5,200人を下

回ってしまいましたが、平成28年度から平成32年度までの５年間を新たな指定管理期間と

して更新をする中で事業の見直しがされておりますので、今後は平成31年度の最終目標値

に向けた取り組みを図ってまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

  生涯学習文化課からは以上です。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 続きまして、スポーツ振興課より主なものにつきまして

説明させていただきます。 
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  資料のほうは４ページのほう、お願いいたします。 

  番号１の２、生涯スポーツの振興。参加機会の充実。市民参加によるスポーツイベントに

参加した人数につきましては、わくわくフェスタのスポーツゾーン及びチャレンジデー等で

参加された方が昨年度より9,670人ふえまして、10万6,523人でありました。番号２の１、

市体育協会やスポーツ少年団等の育成。スポーツ少年団の育成。市スポーツ少年団に登録し

た単位団の数につきましては、団員の減少によりまして休部及び合併された団があったため、

昨年度より２団体減の36団体となりました。本年４月より日本体育協会では、スポーツ少

年団の入団対象を小学生から３歳以上に引き下げられました。現場では、活動の継続や競技

人口の確保につながるとの声もある一方で、体力差などを理由に技術指導者の数は限られる、

教える内容を分けるのは難しいとの声もあることから、今後の動きを注視してまいります。 

  以上で、スポーツ振興課から説明を終わらせていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂図書館長。 

○図書館長（保坂和也君） それでは、図書館関係の説明をさせていただきます。 

  引き続き４ページの下のほうの表になります。よろしくお願いをします。 

  主な点を説明させていただきます。まず、１番の図書館資料の充実ですが、これは目標値

として蔵書数を指数としています。破損したり汚れたり、また内容が古くなったようなもの

などは破棄をしながら、順次新しいものを購入をしております。 

  続きまして、３番の文化活動の場として図書館事業の充実ですが、これは図書館事業への

参加者数。３館の合計の数字を指標としておりまして、１年間に行います定例事業や特別事

業などへの参加の人数です。目標値に対しましてほぼ順調に推移をしてきております。 

  次に、５番の２、幼稚園、保育園等の利用促進ですけれども、これは幼稚園、保育園等に

司書が出向いて読書啓発活動を行います移動図書館等であります。現況値の貸し出し数が伸

びているのは、対象の園の増加とそれに伴います回数の伸びによるもので増加をしてきてお

ります。 

  以上で、図書館の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  委員及び職員の皆さんに申し上げます。質問は一問一答とし、また、質問、答弁は簡潔明

瞭にしていただきますようお願い申し上げます。 

  それでは、委員より質疑等ありましたらお願いします。 
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  滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 生涯学習のところで、先ほど市が主催する生涯学習講座への参加者の

ところで人数が減って、それは中部公民館が今閉鎖されているということが影響していると

いうお話でしたけれども、中部公民館を今まで利用していた団体は北部、それから南部のほ

うへ移っている、一時的に移っていると思いますが、この閉鎖に伴って解散したグループが

多いということですか。 

○委員長（長谷部 集君） 土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 人数が減ったのが解散した理由ということではなくて、

講座を開催をしなくなったので、その部分が中部で開催した講座へ参加していた方が北部、

南部のほうの講座にそのままそっくり参加していただければ横ばいにいったんですけれども、

やはり地域的なものもありますので、そこに参加できない方の人数が減っている要因ではな

いかというふうに思っております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑はありませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） やはり生涯学習のところなんですが、先ほど双葉ふれあい文化館の自

主企画事業の参加数ということで、ちょっと減っているので、見直しをしていくと。目標は

かなり、6,600ということなんですが、この自主企画する場合の企画をする人です、それを

推進する人というのに何か、今は、現状は誰が主にしているんでしょう。お願いしている山

梨文化協会でしたっけ、あそこにしているんでしょうか。ちょっとそれを聞きたいんですが。

それとも市でやっているんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 指定管理を出していますので、基本は指定管理をお願い

しているところで企画をしていただいております。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そうなんですけれども、ぜひ、やはり市の子供たちとか、その関係団

体、そういった人たちの意見もよく聞いて自主企画をしていかないと、やはりなかなかこの

人数というのもふえていくというのは大変かなと思うんです。もちろん、よくやっていただ

いているんですよね。自主企画の、指定管理の方もやっているんですが、だからやはり、そ
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の辺がよく連携してよく意見も聞きながら、本当はその推進会議みたいなものもきちっとや

っていただいたほうが、これから長くふれあい文化館を使っていくためには、任せちゃうっ

ていうのではなくて、そこの部分だけはやはりきちんとやっていただきたいと思うんですけ

れども、いかがなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 委員さんのおっしゃるとおりだと思います。指定管理料

も抑制していかなくてはならない中で、お金をかければ人も集客できるんですけれども、そ

の辺も痛しかゆしということで、企画するほうでもお金をなるべくかけない企画で人を集め

るということを今後検討していくということですので、ご理解をよろしくお願いしたいと思

います。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ぜひ、市民のための、また一つしかない会館というか、ふれあい文化

館のああいう施設をしっかりとやはり、市民のために、子供のために使っていただけるよう

な企画をぜひ、お願いしたいと思います。要望で結構です。よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほかに質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） １ページの２の５の不登校の状況ですが、他の自治体というか市なん

かというのはどんな状況ですか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 他の自治体の状況については、比較検討をしておりませんけ

れども、本市におきましては、中学生でやや、ふえている傾向が見られます。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） その次の２の６ですが、いじめの状況で解消率が100％になっていな

い部分というのは、まだ継続をしているということなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） いじめが認知された件数のうち、解消した、なくなった、本

人もまた、周りの状況から見ても、保護者の状況、聞き取りしても解消という部分と、それ

から一定の解消を図られたんだけれども、まだ継続して支援、見守りが必要であろうという

部分と、それから解決に向けて今、まさに取り組み中というふうな３点でございます。その
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解決に向けて今取り組み中というのが５％ほど残っておりますので、それは関係者連携のも

とに今、取り組みを進めているというところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 今の続きですけれども、不登校の状況なんですけれども、現在中学生

のほうが多いんでしょうか、それとも小学生のほうが多いんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 不登校率で言いますと、やはり中学生のほうが多くなってお

ります。小・中全体では1.22％というパーセントですけれども、中学生のほうでは３％近

くになりますので、中学生のほうが今は多いといった状況でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 中学生でふえているということは、小学校のときから不登校だった子

供さんが改善されずに中学に上がってしまっているということも多いわけですよね。その辺

はいかがでしょうか、その改善がなかなか難しいのでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 個々のケースでいろいろあろうかと思いますけれども、やは

り小学校のときになかなか学校へ通えなかったお子さんは、中学校へ行ってやはり、そのま

まの状況になるという傾向はあるのではないかなというふうには思いますが、一つ一つのケ

ースによってはまた、新たに環境の中で登校できるようになる、あるいは少しでも日数がふ

えるというような状況もあろうかというふうには思います。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） すみません、例えば不登校が何か続いて、中学生くらいまで引きずっ

ている子供さんに対しての中学に入ってからのその指導というのはどういう形になりますか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 私どもも不登校の教室なども設けておりますので、あるいは

また学校にも不登校担当というふうな分掌もあります。学級担任、それから不登校の担当者、

それからスクールカウンセラーは中学校に全配置になっておりますので、スクールカウンセ

ラーの力をおかりしたりということ、またこれは家庭との連携も欠かせませんので、家庭へ

の支援も含めて取り組んでいるところですが、今はやはり、学校に来るということは大事な
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んですけれども、その子の状況に応じては必ずしも来るということがプラスにならないとい

う場合も考えられますので、その状況に応じて支援をしているというような状況でございま

す。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ委員の質疑を終了し、続いて傍聴議員の質疑を許します。 

  金丸議員。 

○議員（金丸 寛君） すみません、いじめの状況のところの、先ほど認知件数と解消件数の

差がございます。その差というのはその年度内に全て解消の方向に持って行けているかどう

か、その辺の状況をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 年度をまたいで、学年が進んでもやはり、そのままの状況が

続いていると、支援が必要だというお子さんもいらっしゃいますので、必ずしも年度内で

100％解消が図られるという状況ではございませんが、いずれ学級替えがある場合もありま

すし、持ち上がれる場合もありますので、担任がかわったというようなときには引き継ぎを

しながら環境が変わるということでプラスになるように、それぞれ取り組んでいるところで

すが、なかなか年度内の100％というのは難しい状況もございます。 

○委員長（長谷部 集君） 金丸議員。 

○議員（金丸 寛君） 年度内はなかなか難しいと、進級等のことがあるということでござい

ますけれども、最大どのくらい、小学生のときにそういったいじめをされて、どのくらい継

続したというようなケース、長期にわたったというようなケースはあるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 昨年度の状況ですと、小学校で２件、中学校で５件ほどが３

学期末からまた新年度に向けて解消に向けて取り組みが必要というふうな報告を受けている

ところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） すみません、３ページの家庭、地域、学校の連携強化という中で、２

の１に幼・保・小連携状況の中で、31年の目標は55と書いてあるんだけれども、28年

36.4％、その回数が少ないのかなという、これは非常に幼児教育の大事なところですけれ
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ども、この１つのデータを参考にしますと、４ページの下のほうの図書館活動の中で５の２

ですか、幼稚園とか保育園等の利用推進でこの目標が7,000冊に対して１万冊以上利用して

いるということは、反面この今の、戻りまして幼・保・小連携状況、これ、もうちょっと高

めたほうがいいと思いますけれども、この辺に対してもう少し目標値を上げる努力はできま

すか。お尋ねしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 目標値が55％に対して今28年度の状況が36％、実際のとこ

ろ４校程度が今、この目標を上回っているような状況ですので、３回以上というふうなとこ

ろが非常に難しい。やってはいるんだけれども、３回には及んでいないというような学校が

多いのではないかというふうに理解しております。私どもとすればこの、何とか今３回をク

リアできるようにということで進めてまいりたいなというふうに思っているところでござい

ます。数値にはあらわれておりませんが、全くしていないというわけではなくて、この３回

以上というところが非常にハードルが高いというふうに理解しているところでございます。 

○委員長（長谷部 集君） 三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 子供たちが幼・保、小学校に行ったときに子供たちが低学年、あるい

は保育園、幼稚園の児童が先輩を見たときに、やはりなじみがあるんです。なじみがあって、

小学校に行ったときにもやはり、先輩を知っていたり、あるいは下級生を知っているからい

じめが減るわけです。だから、いじめの問題が少しでも解決されるというふうに思いますか

ら、なお一層努力をしていただきたいと思いますけれども、お伺いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 今も年長の児童たちが小学校のほうへ見学に来て、教室を回

ったり図書室を回ったり、体育館で一緒に低学年の子供たちと遊ぶというような体験を多く

の学校でしております。議員さんおっしゃるとおり、やはり不安を解消するというふうなこ

ともありますし、異年齢、違う年齢の集団で遊ぶというようなことは非常に大事なことだと

思いますので、回数がふえていくようにまた、各学校でも取り組みの、たとえ少なくてもそ

の内容が充実していくように指導、助言してまいりたいなというふうに考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 横山議員。 

○議員（横山洋介君） 先ほどのいじめ、不登校の話に戻るんですが、いじめが関連して不登

校につながった件数というのは25年からデータはお持ちですか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 
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○学校教育課長（内藤和彦君） いじめの調査についてもその、今議員さんおっしゃるような

内容を調査しておりますが、今のところそれが原因で不登校になったというふうな状況は確

認しておりません。ないというふうに考えております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で、平成28年度創甲斐教育推進事業の進捗状況についてを終わります。 

  続いて、（２）平成29年度甲斐市学校教育指導方針について、担当より説明をお願いし

ます。 

  坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） それでは、よろしくお願いいたします。 

  学校教育課から平成29年度甲斐市学校教育指導方針につきましてご説明をさせていただ

きます。 

  こちらの別冊資料をお願いいたします。ごらんください。 

  それでは、１ページをごらんください。 

  甲斐市では平成22年度に創甲斐教育推進大綱を作成し、平成26年度には大綱の見直しを

行いました。大綱では、「甲斐市で育ち、甲斐市を育てる人づくり」を基本理念とし、基本

目標を「今を生き、将来を生きる力をはぐくむ甲斐っ子づくり」と定め、学校教育の充実を

施策の柱に掲げています。この柱を実現すべく市教育委員会及び各学校が取り組む内容を定

めたものがこの甲斐市学校教育指導方針です。それでは、本指導方針の概要について説明を

してまいります。 

  ３ページの下の段、下段をごらんください。そこには、本指導方針を実現するための重点

目標が５つ掲げられます。 

  １、生きる力をはぐくむ教育活動の推進。 

  ２、地域で取り組む教育活動の推進。 

  ３、豊かな心をはぐくむ教育活動の推進。 

  ４、確かな学力をはぐくむ教育活動の推進。 

  ５、健やかな体をはぐくむ教育活動の推進です。 

  次に、５つの重点目標についてそれぞれ簡単に触れたいと思います。 

  ５ページをごらんください。 
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  まず、１、生きる力についてですが、児童・生徒は将来、社会的、職業的に自立し、社会

の中で自分の役割を果たしながら自分らしい生き方を実現するための力が育つようキャリア

教育を推進しています。 

  続いて、２、地域で取り組むについてですが、家庭、地域、学校の３者が連携することが

子供の豊かな成長を支えるという考えのもと、学校開校日を設定したり、地域ボランティア

を積極的に学校に入れたりして開かれた学校づくりを進めています。 

  続いて７ページになります。 

  ３、豊かな心についてですが、生きる力を育む上で豊かな心は欠かせない要素であります。

挨拶運動、道徳教育の充実、ＱＵ、楽しい学校生活を送るためのアンケート結果を活用した

学級づくり等さまざまな教育活動を進め、豊かな人間性と思いやる心などの育成を行ってい

ます。 

  次に９ページです。 

  ４、確かな学力についてですが、基礎的、基本的な知識や技能の習得と思考力、判断力、

表現力といった問題を適切に解決する力の両方の育成を目指し、市費により学校教育支援員

を配置し、きめ細やかな指導を行うとともに市教育委員会が主催し、教職員のスキルアップ

のための研修会等を実施しております。 

  最後に10ページです。 

  ５、健やかな体についてですが、全校挙げてのラジオ体操の推進。小学校における水泳指

導の充実などを通して、健やかな体づくりを進めています。 

  これら５本柱を実現する具体的な事業が12、13ページにあります。 

  本年度はこれまでも行っていた、楽しい学校生活を送るためのＱＵアンケートに日常の行

動を振り返るアンケートをつけ加えたものを行い、対人関係の基本的なマナーやルール、人

とのかかわりについてなど、子供たちの社会的スキルを把握し、必要な対応策を検討するこ

ととしています。 

  14ページには、各校に研究をお願いしている研究指定事業の一覧があります。今年度新

規に指定したもののみ紹介をさせていただきます。 

  上から３つ目の、甲斐市教育委員会指定の確かな学力の育成推進事業に本年度から２年間、

竜王南小学校を新規指定校といたしました。また、21世紀型学力を育成する教育課程に関

する研究事業として、本年度竜王小学校を新規指定校としました。これは、新指導要領実施

に向けて小学校の外国語やプログラミング教育の適切な教育課程編成について研究し、地域
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の学校に普及させることを目的としています。 

  最後に別紙１枚の甲斐っ子の宝についてご説明いたします。カラーの１枚のものがあるか

と思います。 

  甲斐市教育委員会と小・中学校生徒指導担当者会は、平成27年度から子供たちの生きる

力を育み、社会で通用する力を身につけることを目指して甲斐っ子の宝プロジェクトに取り

組んでいます。この取り組みは、義務教育９年間を見通し、一貫性のある生活規律の指導を

市内全小・中学校が同じ歩調を行うもので、特に整理整頓、清掃活動、挨拶という基本的な

生活習慣に重点を置いています。心をそろえる整理整頓、心を磨く清掃活動、心を伝えるさ

わやかな挨拶が甲斐市の子供たちの宝物となり、これまで以上に子供たちが自分たちの生活

に自信や誇りを持つようになることを願い、市内全小・中学校で足並みをそろえて取り組ん

でいます。本年４月には、市内小・中学校の保護者に説明文書とともにお手元にある甲斐っ

子の宝の目標とする基準を配布し、保護者の皆様の理解と協力もお願いしたところでありま

す。 

  以上、簡単ですが、平成29年度甲斐市学校教育指導方針の説明とさせていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ９ページの確かな学力のところですが、何か最近、大学の試験なんか

で筆記が重視されていて、採点自体が難しいんでしょうけれども、やはりそういう表現力の

問題は昔から言われているんですが、そういうことも含めた、表現力の豊かさというか、そ

ういうのを目指す何か具体的なものはあるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 文科省の次期学習指導要領作成に向けた論点整理の中では、知って

いること、できることをどう使うか、つまり、思考力、判断力、表現力を子供たちに育成す

べき資質、能力の柱の１つに挙げております。本年度は市内小・中学校を研究指定として、

学校の実態に応じた研究実践を推進しておりますが、昨年度でありますが竜王西小学校では

コミュニケーション力の活用をテーマに、国語の授業で読むこと、話すことをポイントに置

き、子供同士が話し合いをしながら自分の読みを深める研究授業が行われました。また、双

葉東小においては、タブレット端末などのＩＣＴ機器を効果的に活用して、子供たちが学び
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合いやプレゼンテーションなどを行う公開授業も行ったところであります。今後も、さまざ

まな機会を通し表現力の育成を努めてまいりたいと考えております。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ちょっと、これは私の私的な考えなので、ちょっと踏み入っちゃって

申しわけないかもしれないんですが、16ページの21世紀型学力育成の教育課程に関する研

究事業というのは、新規でこれは市独自のものなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 市独自の、本年度１年単年の事業になります。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 先ほど、ご説明いただいた中にプログラミング学習とか、それから初

等からの英語教育とかの言葉がありましたけれども、まさにこれから、例えばキャリア教育

を推進するとありますよね、キャリア教育の中にも要するに仕事自体、日本の仕事自体が変

わってきて、今ある仕事がなくなってくる中で、このプログラミングのこの教育というのを

しっかりとやっていくこととか、せっかく甲斐市の場合には国際交流ですか、毎年子供たち

が行って交流していますよね、アフリカとか。ああいったことも非常に連携しているような

気がするんです。だから、ほかと比べると、ほかの市とかということではないんですけれど

も、かなり進んでいるはずだなと、やっていることが思うんですけれども、もっと連携して

単年とおっしゃいましたけれども、やはり本当に研究指定が１校、竜王小学校だけなんです

けれども、これをその小学校でやっていることをしっかりとほかのところにも波動を大きく

動かすような、やはり先進的な取り組みを単年と言わずにやはり、やっていっていただきた

いなとすごく思ったんですけれども、これはどれくらいの割合で考えていらっしゃるのかを

伺いたいんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 本年度は単年である本事業でありますが、その研究内容が新学習指

導要領に応じた教育課程の編成ということで、その事業の内容の研究ももちろん、その一端

とするとあるんですが、教育課程、つまり、授業のプログラムです、授業をどんなふうに編

成していくかという大きな枠づくりをことし１年間で行い、平成31年度から本格実施とな

る教育課程に向けた研究をその後行っていくというような計画でおります。本年度、そうい
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った研究を竜王小学校でしていただいて、それを全小学校へ、地域の小学校へ広めるという

ような予定ではおります。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 具体的なきちんとした目標を持っていらして、非常にいいなと思いま

したので、ぜひ、実のあるというかほかにまねのできないような、やはりものをぜひ、つく

り上げていっていただきたいと思うんです。続けていいですか。 

  もう一つ、西小学校でコミュニティ・スクール推進事業と継続でありますけれども、前か

らずっと西小学校のコミュニティ・スクールというか、地域との連携というのはすごい、や

はりずっとやっていますよね。それで、しかも私はちょっと防災のときに感じたんですが、

非常に成果が出ているんです、地域との連携が非常に。こういったことをぜひ、全学校にい

いところを、やはりやっていってもらいたいなとすごく思うんですが、西小はいいけれども、

ほかのところのコミュニティというか地域との連携というのはどうなんだろうなと思ったと

きに、何をやったからよかったかみたいな検証みたいなのをしっかりやっていただいて、そ

れを広げるという、市内全員にやはり広げるということをもっとやってほしいなと思うんで

すが、その辺のところの検証みたいなのはどうなんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 本年度も研究指定の３年目となりますので、公開研究事業が11月

に行われる予定となっております。それと同時に、毎年双葉西小学校は地域の公開というこ

とで、双葉地区の小・中学校、ほかの双葉東小ですとか、双葉中学校の教職員も呼んで公開

を行っておりまして、それらの成果を各小・中学校に持ち帰りまして、現在双葉地区でのコ

ミュニティ・スクールの拡大についても研究、検討を重ねているというところであります。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） これがあったからこういうこと、この研究をずっとしてきて、これが

あって地域とのここの部分がすごいんだというようなことをもっと検証して、エッセンスみ

たいなものを、もっと小・中学校に強制でもないんですけれども、やってくださいと。靴を

そろえましたよね、各学校。あんなふうに全校がなるような感じに、もっと波及性、せっか

くやっているのでいいところはもっと波及をしていくような、もっと早くしていくような感

じに、もっとしていったらもっとすばらしいんじゃないかなと思うんですが、これは要望で

すけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川副委員長。 
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○委員（滝川美幸君） 今の保坂委員とちょっと反するような質問になってしまい申しわけな

いんですが、この甲斐っ子の宝で、私たちも卒業式、入学式に呼ばれて行ったときに、学校

の先生方もとても、下駄箱見てくださいとおっしゃる気持ちはよくわかる、だけど、これを

見ていて、縁にかかとを合わせて真ん中にそろえましょうということが、小学校の低学年か

らこれをして、その結果が何につながっていくのかなということを、私は今ちょっと不思議

に思っているんですよ。これは本当に小さいときから、もちろん日常的にそういうものを教

えていくのも大事なことかもしれないけれども、決して靴をその線に合わせて置かなければ

いけないとかいう教育が、私は子供の小さいころから教えることが必要なのかどうかなと。

今これを見ていると、大人の世界でこれだったら、恐らくちょっと精神的に病む人が多くな

るんじゃないかなというような感じのことで、これが本当に子供の教育の中に必要かどうか

ということは、前からすごく不思議に思っているんですが、そういうことを学校の先生の中

からそういう意見というものは今まで出たことがないでしょうか。その辺をちょっと私、伺

いたいんですが。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本指導監。 

○指導監（坂本公彦君） 私自身も初めてそのそろった下駄箱を見たとき、すごいなと思う部

分とあとはその、異様なものを少し感じるといいますか、ちょっと違和感といいますか、い

うものはありました。私がその学校現場でそれを一番最初に感じて、教職員同士でやはり話

し合いの中で、どうしてそこまで必要なんだというような話し合いのことも、かなり激しく

やり合ったこともあります。そこまでしなくてもいいじゃないかというものも思っておりま

した。 

  ただ、そういったことを続けていったときに子供たちに何が芽生えるかというと、誇りが

芽生えるんです。みんなで同じことを目指してやりましょう、丁寧にやりましょう、そうい

ったことをやったときに、かかとの靴をそろえるということが自分たちの生活の中の誇りに

なるといいますか、正しい言い方なのかちょっとわからないんですけれども、そういった部

分があって、子供たちが自分たちの生活スタイルに自信を持てるような、そんな面が見られ

るようになって、ああ、こういったことも学校教育の中では必要なんだろうなというふうに

私自身も考えが変わってきた部分もあります。学校現場でのその教員の議論というのは、今

も行われているというふうに感じております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川副委員長。 
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○委員（滝川美幸君） 先生方もそういう議論をしていただくということで、ちょっと安心し

ましたが、例えば先ほどグローバルな考え方でという指導の中で国際交流をしていると、ア

メリカから来た子やオーストラリアから来た子を見ると、非常に自由で決して靴を細かくし

ようとか、そういうこともなくて、前にテレビでやっていたのは、日本人の保育園できちん

と掃除をさせているのを見て、外国から来た幼児教育の先生がこれは虐待であるという議論

をテレビの中でしていたことがあったんです。それを見たときに、もちろんそうだろうなと。

子供にお掃除をさせることはありませんと。フランスとかドイツとかではありませんと。だ

からそれはもう、世界の差があって、それは仕方がないことでありますが、今ちょっと問題

になっている教育勅語ではないけれども、やはり余りこういうことにとらわれていく教育と

いうものは私は余り賛成できないので、ちょっときょう、意見を言わせていただきましたが、

やはり何か、先ほど指導監がおっしゃったように何かをして達成感を得ると。これは、体育

祭何かで長縄跳びを何回やって、すごく達成感を感じた。合唱コンクールですごくすばらし

い成果が出たというと、すごく親も達成感を感じる。それが、私は達成感なのかなと思って、

ちょっと考えていますので、それだけちょっと、そういう意見もあるということだけ、心に

入れておいていただければ結構です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） ご意見ありがとうございます。指導監のほうからも説明があ

りましたとおり、一つのきっかけとしてこういった取り組みをしております。これ、靴箱だ

けで終わってしまっては何の意味もないわけで、子供たちが達成感を持ったときに、あれ、

私たちのロッカーは、教室の後ろのロッカーはどうなの、清掃用具はどうなの、ひいては自

分の家はどうなのというような中から、やはり心を磨いていくということで、決して何か全

体を同じ方向へ向けていこうというような趣旨ではないというようなことをご理解いただき

ながら、またいろいろな考えをいろんな機会でお伝えいただければ、学校内あるいは教育委

員会内でも議論をしてもらいたいなというふうに思います。ありがとうございました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて、傍聴議員の質疑を許し

ます。 

  質疑ございませんか。 

  三浦議員。 
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○議員（三浦進吾君） きのうの釜無川の火災の件ですけれども、中学生の生徒が３人と。花

火と。 

○委員長（長谷部 集君） 三浦議員、すみません、その件は後でその他で報告がございます

ので、もしよければ後で。 

○議員（三浦進吾君） それで、この中に５で、健やかな体をはぐくむ教育活動の推進と、防

災安全教育の充実という事業があるわけですけれども、花火とかそういう指導は、今までな

さったのか。また、どういう状況で花火を、ご説明がいただければと思いますけれども、そ

の現況といいますか、状況をもし、教えていただければと思います。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） では、防災安全教育で花火とかそういうのも入っていなかったという

ことでいいですか。 

○委員長（長谷部 集君） その事件については後ほどしますけれども、ここではこの教育の

中でその防災とか花火とかをしたかどうかだけ答弁をいただきます。お願いします。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 一つ一つの内容について全て把握しているわけではございま

せんが、私も現場に行ったときには夏休みの前には、花火ですとか水の事故、冬になればま

た冬なりそれなりと、それぞれ時期に応じて、発達段階に応じて指導しておりますので、花

火についての指導が全くなかったというふうには理解しておりません。してはいたんだけれ

ども、やはりその洞察力といいますか、こうなったらどうなるかなというのが、ちょっと欠

けていたかなということでございます。また、この件を後でもご説明いたしますが、学校の

ほうでも既にいろいろな指導に取り組んでいるところでございます。後ほど、また詳しくご

説明をさせていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で、平成29年度甲斐市学校教育指導方針についてを終わります。 

  続いて、（３）要保護及び準要保護児童生徒数の推移について、担当より説明をお願いし

ます。 

  内藤課長。 
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○学校教育課長（内藤和彦君） それでは、引き続き資料の１ページをお開きいただきたいと

思います。 

  要保護、準要保護児童・生徒数の推移についてご説明いたします。 

  本市におきましては、市独自の就学援助制度により就学援助を行っているところでござい

ます。資料１ページは、26年度から28年度の児童・生徒数、Ａの欄でございます。児童・

生徒の増減数。それから準要保護申請者数、要保護児童・生徒数、Ｂの欄になります。準要

保護児童・生徒数、Ｃでございます。要保護と準要保護を合わせました就学援助認定者数、

Ｂ足すＣ、Ｄの欄になります。認定者の増減数、そして就学援助率の表になります。平成

26年度ですけれども、就学援助認定者数、Ｄの欄は小・中学校合わせまして664人、平成26

年度就学援助者数は小・中合わせて664人、認定率は10.67％になります。真ん中の段、平

成27年度の就学援助認定者数は、小・中学校合わせまして620人。就学援助認定率が

10.08％となります。平成28年度は、就学援助認定者数、小・中学校合わせまして633人。

就学援助認定率は10.33％でございます。就学援助制度の周知につきましては、市のホーム

ページ、広報への掲載、また学校では、全世帯への通知の配布に加えまして、援助が必要と

思われる世帯には、家庭訪問や個別懇談などの面談時において、個別に就学援助制度につい

て説明をしているところでございます。今後も経済的な事情で学びと成長の機会が奪われる

ことがないように、支援を必要としている児童・生徒が適切に援助が受けられるように学校

などを通じ、引き続き広く本制度の周知を図ってまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 認定者数と申請者数の差というのは、どのような理由。こっちと一緒

だとは思いますが。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） それぞれの認定には基準がございますが、どの年度にも10

名ほどの非認定がございます。状況を見ますと、教育委員会が必要と認めるものというふう

なもので実際上がってくるのですが、世帯所得の合計が既に一応基準として決められており

ます。申請は上がったんですけれども、世帯の所得の合計が基準よりもたくさんあったとい
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うふうなことで認定をされなかったケースというふうに考えております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この制度そのものは非常に必要とするその子供たちの家庭にというこ

とが大きな目的だと思うんですけれども、そういうことに関して教育委員会のほうで、全て

のものをクリアしているか、現行の状況の中でと思われるのか、それともまだ、行き届いて

いない部分があるのか、その辺はどんな感じですかね。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 昨年度までの状況を見ておりますと、なかなか民生委員さん

のところの意見、教育委員会が認めるものについては民生委員の意見が必要というようなこ

とがあったんですが、いろんな都合でそこへ行って意見書をもらえていないというふうなお

子さんもいらっしゃいました。その場合、学校長の意見書でもいいというふうなことで、学

校の学級担任あるいは養護教諭、それぞれが判断をして必要ではないかというふうな状況で

あれば、民生委員の意見書にかわるということで対応をとっておりますので、そうしますと

なかなかそういうご家庭にも学校のほうで対応ができるということで、かなりの部分がカバ

ーできているのではないかというふうに考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ありがとうございました。 

  おおむね、その甲斐市においてはそういうことの漏れがない状況で対応しているというこ

とでいいということですね。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 失礼しました。 

  個別懇談なども細かく行っておりますので、必要な支援は受けられているというふうに考

えております。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 今の続きなんですけれども、民生委員さんがやはり、その認定をする、

それはそうなんですけれども、今の課長からのお話のように学校へ行っている学童、児童・

生徒に対しては、やはり民生委員さんを通さなくて、最初からもう、学校で対処するという

ことはすごくいいことだと思うんです。親御さんも、そこに住んでいる地域のことをやはり、

高齢者の問題以上に子供さんの問題というのは親御さんたちもなかなか、地域の民生委員さ



－25－ 

んにということは、行きづらい。そういうことを考えたときには、やはりお話しやすい学校

のほうで対応するということが非常に大事だと思うので、最初からそういうふうな形に持っ

て行くということはできないのでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 地域の状況ですので、一番は民生委員さんにも入っていただ

いて、そういう援助を受けたお子さんがそのあとどういうふうに育っていくかと、養育環境

というようなこともありますので、子育て支援の全体の支援というようなこともあって、い

ずれ民生委員さんにも入っていただくということになろうかと思いますので、入り口として

民生委員さんにも入っていただくことは重要ではないかなと思っていますが、今の状況だと

そこまでなかなか行けないお子さん、外国籍のお子さんもいらっしゃいますので、そういう

場合には学校で対応できるようにしていきたいというふうに思っております。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） もちろん地域のことですから民生委員さんがかかわっていくんですけ

れども、その民生委員がかかわるのはその後でもいいというわけです。保護、その申請を受

けて、その対処をしていただいた後、継続して見守るのは民生委員さんでいいけれども、や

はり相談の最初の大事なところというのは、落とすことがないように、やはり私は学校が好

ましいのかななんて思いますので、今後の課題としてそういう方針も考えていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 小学校の認定率が９％前後、それから中学が十二、三％ですが、これ

は認定の基準が違うんでしょうか。過程は連続していますから、こういう差というのはどこ

から出るのかちょっと。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 認定条件に小・中の差というのはございませんので、その年

度によって、やはり家庭の収入状況等の変化によって違いが出てくるのではないかというふ

うに考えております。 

〔発言する者あり〕 

○学校教育課長（内藤和彦君） 実数はそういうことですが、認定率で行きますと、児童数、

生徒数のまた違いがございますので。 
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○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、委員の質疑を終了し、続いて、傍聴議員の質

疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） せっかくですから、28年度、小学校別あるいは中学校別の児童数を

お示しできるかどうかお尋ねしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） 児童・生徒数でよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○学校教育課長（内藤和彦君） 学校別の内訳ですか。 

〔「内訳」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 高野係長。 

○学事係長（高野悦夫君） 学校の児童・生徒数、各学校でよろしいということでいいですか。 

  そうしますと、竜王小学校……。 

〔「16校全部」と呼ぶ者あり〕 

○学事係長（高野悦夫君） 16校全部ですか。 

〔「全部」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） いろいろ意見もあろうかと思いますけれども、ここにこれだけの生徒

がいるわけだから、学校別の内訳が知りたい、もし今すぐ出なければいいです。あとでも結

構です。 

○委員長（長谷部 集君） 学校別の認定者数を知りたいということですか。 

○議員（三浦進吾君） そうです。もちろん、認定者数でございます。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 後で三浦議員にだけ言ってください。 

  そのほか質疑ないようであれば、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で、要保護及び準要保護児童生徒数の推移についてを終わります。 

  ここで、暫時休憩といたします。会議の再開は２時50分といたします。 
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休憩 午後 ２時３８分 

 

再開 午後 ２時５０分 

 

○委員長（長谷部 集君） それでは、会議を再開いたします。 

  改めて申し上げます。質問、答弁は簡潔明瞭に、まだ先がちょっと長いですので、よろし

くご協力をお願いしたいと思います。 

  続いて、（４）平成29年度主要工事執行計画について、担当より説明をお願いします。 

  樋口教育総務課長。 

○教育総務課長（樋口 充君） それでは、平成29年度教育部の主要工事執行計画につきま

して、担当ごとにご説明をさせていただきます。 

  資料２ページをお願いいたします。 

  まず、教育総務課から説明をさせていただきます。 

  番号１、工事名、竜王北小学校大規模改修工事につきましては、昨年の12月議会に補正

予算をお願いし、繰越明許予算としてご議決をいただいたものでございます。校舎の外壁塗

装、屋上防水、建具、トイレ、内装などについて改修を行うものでございます。入札が終了

しておりまして、甲信建設工業、樋川建築竜王北小学校大規模改修工事共同企業体と契約を

締結しております。工期につきましては、平成30年３月16日までとなっております。 

  次に、番号２、工事名、敷島小学校大規模改修工事１工区につきましては、昨年の12月

議会に補正予算をお願いし、繰越明許予算としてご議決をいただいたものでございます。校

舎の外壁塗装、屋上防水、建具、トイレ、内装などについて改修を行うものでございます。

こちらも入札が終了しておりまして、藤島建設、山梨ハウス工業敷島小学校大規模改修工事

１工区共同企業体と契約を締結しております。工期につきましては、平成30年３月16日ま

でとなっております。 

  なお、改修につきましては、平成29、30年度の２カ年事業となっております。 

  次に、番号３、工事名、玉幡中学校給食室改築工事、建築と電気と機械につきましては、

昨年の12月議会に補正予算をお願いし、繰越明許予算としてご議決をいただいたものでご

ざいます。既存施設の西側に新設いたしまして、延べ床面積395平米となっております。入

札が終了しており、建築主体につきましては、渡辺建設興業、中込建設玉幡中学校給食室改
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築工事共同企業体と契約を締結しております。工期につきましては、平成30年１月31日ま

でとなっております。 

  電気設備につきましては、岩間電気工業、笠原電工玉幡中学校給食室改築工事共同企業体

と契約を締結しております。工期につきましては、平成30年１月31日までとなっておりま

す。 

  機械設備につきましては、甲信日成、山梨相互工業玉幡中学校給食室改築工事共同企業体

と契約を締結しております。工期につきましては、平成30年１月31日までとなっておりま

す。 

  なお、旧施設の解体につきましては、平成30年度を予定しております。 

  次に、番号４、工事名、竜王中学校グラウンド施設改修工事につきましては、３月議会に

補正予算をお願いし、繰越明許予算としてご議決をいただいたものでございます。県道甲斐

中央線竜王中学校南交差点改良事業に伴いまして、道路拡幅部分に係る工作物等の撤去、移

設、新設等でございます。現在、実施設計を委託しておりまして、６月末完了予定で工事に

つきましては、第２四半期の７月下旬に発注予定で、来年３月下旬完了を予定しております。 

  次に、番号５、工事名、小学校空調設備工事、番号６、工事名、中学校空調設備工事につ

きましては、２月臨時議会に補正予算をお願いし、繰越明許予算としてご議決をいただいた

ものでございます。竜王敷島地区の小学校９校、中学校４校の普通教室、特別教室の315教

室にエアコンを新設するものでございます。現在７工区に分けて実施設計を委託しておりま

して、今月末に完了予定でございます。工事につきましては、第１四半期の６月下旬に発注

予定で、12月下旬完了を予定しております。 

  次に、番号７、工事名、双葉西小学校西館防水工事につきましては、校舎の屋上防水、外

壁改修を行うものでございます。第１四半期の６月下旬に発注予定で、９月下旬完了を予定

しております。 

  次に、番号８、工事名、双葉中学校武道場照明器具取替工事につきましては、吊り型照明

器具の取替えを行うものでございます。第１四半期の６月下旬に発注予定で、８月下旬完了

を予定しております。 

  以上で、教育総務課の説明を終わらせていただきます。 

○委員長（長谷部 集君） 土屋生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） 引き続き、生涯学習文化課から説明させていただきます。 

  番号９、工事名は仮称、中部公園セミナーハウス建築工事につきまして、建築主体工事、
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機械設備工事、電気設備工事をそれぞれ分離発注をする中で入札が行われ、建設主体工事に

つきましては、過日の臨時議会においてご議決をいただきましたとおり、国際建設、依田建

設共同企業体と契約を締結しております。 

  機械設備工事については、カネト工業、吉澤設備共同企業体と契約を締結しております。 

  電機設備工事につきましては、深澤電工、竜新電気工事共同企業体と契約を締結しており

ます。工期につきましては、それぞれ平成30年２月28日までとなっております。 

  番号10、双葉公民館非常灯バッテリー交換工事につきましては、バッテリー交換が必要

な箇所が23カ所ございまして、高額になるため今年度15カ所、来年度残り８カ所を２カ年

事業で実施いたします。入札後順次実施してまいります。 

  番号11、金の尾遺跡説明板設置工事につきましては、金の尾遺跡発見から40年を迎え、

道路の拡幅工事で撤去されたままとなっておりました説明板を設置いたします。工事につき

ましては、第４四半期夏ごろ発注予定で、秋のシンポジウム前の完成を目指します。設置場

所につきましては、大下条セブンイレブン北側の泉尻市営住宅前の県有地に予定しておりま

す。 

  以上で、生涯学習文化課の説明を終わります。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原スポーツ振興課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 続きまして、スポーツ振興課よりご説明させていただき

ます。資料のほうは３ページをお願いいたします。 

  番号12番、工事名、竜王武道館吊り天井改修工事につきましては、２月議会に補正予算

をお願いし、繰越明許予算としてご議決をいただいたものであります。アリーナ部分661平

米の既存の吊り天井を撤去し、耐震化対策として天井直貼り工法によるものでございます。

工事につきましては、第２四半期の８月下旬を予定しております。 

  番号13番、工事名、竜王中学校照明設備移設工事につきましては、３月議会に補正予算

をお願いし、繰越明許予算としてご議決をいただいたものであり、工事番号４番との関連事

業でございます。県道甲斐中央線竜王中学校南交差点改良事業に伴い、道路拡幅部に係る夜

間照明４基及び制御盤の撤去、移設等でございます。現在教育総務課発注により実施設計を

委託しておりまして６月末完了予定で、工事につきましては第２四半期の７月下旬に発注予

定で、来年３月下旬に完了を予定しております。 

  番号14番、工事名、玉幡公園総合屋内プール、リラクゼーションプール照明改修工事に

つきましては、浴室内等の照明器具の改修を行うものでございます。第１四半期の５月下旬
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から６月上旬に発注予定で、６月下旬完了を予定しております。 

  番号15番、工事名、玉幡公園総合屋内プール、ろ過機交換工事につきましては、プール

の水を循環するろ過材の交換を行うものでございます。第３四半期の10月上旬に発注予定

で、12月下旬完了を予定しております。 

  以上で、スポーツ振興課の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  これより委員の質疑を行います。 

  先ほど申し上げましたけれども、質問、答弁は簡潔明瞭によろしくお願いいたします。 

  それでは、質疑ございませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ちょっと確認したいんだけれども、敷島小学校の改修工事で北館と南

館があれ、今最初、29年はどっちをやったの。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口課長。 

○教育総務課長（樋口 充君） 両方の建物についてやっております。 

  ２年後も、来年度につきましては中のことを、一応工事の内容になっております。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、じゃ、これは今回の繰り越し事業の中の事業費というの

は、それが全て含まれていた事業費ということかな。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口課長。 

○教育総務課長（樋口 充君） 今回のこの事業につきましては、29年度分だけでございま

す。30年度につきましては先日内示がございまして、一応内定が、決定通知が６月に来る

予定になっておりますので、また９月の補正で30年度の、すみません、工事につきまして

は説明をさせていただきまして、繰り越し等のまた手続をさせていただきたいなと考えてお

りますので、またよろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そういうことになると、要するに設計とかそういうものはもう、でき

上がっているということなの。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口課長。 

○教育総務課長（樋口 充君） 設計は２年間の分ができ上がっておりますので、また管理に

つきましてはまた、新たにあるかと思います。 



－31－ 

○委員（内藤久歳君） はい。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑はございませんか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 空調設備のことでちょっとお伺いしたいんだけれども、７工区に割っ

て６月末ごろをめどに云々という説明だったようだけれども、これは甲斐市の市内の業者に

優先的にという考え方は持っていますか。 

○委員長（長谷部 集君） 樋口課長。 

○教育総務課長（樋口 充君） 今回の空調設備工事につきましては、まず建築の部分の工事

もございます。また、機械ということで管工事の部分もございます。あと一つ、電気の関係

の部分もございますので、教育部とすればそういった工事の内容がございますということで、

総務部のほうへお話をさせていただいて、業者選定につきましては恐れ入りますけれども、

契約のほうの関係になりますので、総務部のほうでまた対応していただけるんじゃないかと

考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 生涯学習文化課のほうにも関係ある、いわゆる中部公園の人はみんな

話するときにもそうなんだけれども、現実的には企業体を組まれる額に達した場合に、どう

も地元に対して波及効果がないような公共工事って、余りせっかくやるのに末端まで波及効

果が出るような形というものを望ましいものだと私たちは基本的に思っているんです。それ

は、できない仕事であれば、ランクが違うという話が当然出てくるんだけれども、できる仕

事なのに、あるいはいわゆる経審の点数が間に合っているのに他市の業者がＪＶの頭だとい

うようなことは、基本的にせっかく皆さん努力して、あちこちから補助金をもらってきて、

甲斐市にお金を落としたいというふうなことも、事業をやる以上は波及効果として当然のこ

となので、そこら辺は今、総務課長は、それは発注する側の総務のほうの問題みたいなこと

を言っているけれども、そうではなくて、やはりそこを私たちが発注するのについて、発注

するのはあっちだからみたいなことを言わないで、やはりこれは縦割りの問題も絡んでくる

ので、やはり意見をよく出し合って、ちゃんとした方法でやってもらいたいというふうに思

うんですよ。だから、教育関係の建物だから教育関係の人が発注するにしても、発注すると

きになるとあっちだよみたいな話じゃなくて、やはりそこら辺を何とかうまくやってくれる

ように、部長、お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 生山部長。 
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○教育部長（生山 勝君） お答えいたします。 

  ただいま斉藤委員さんのおっしゃられたことは、ごもっともなことでございます。私ども

教育部といたしましては、今回７工区の発注を考えております。そういたしますと、一応工

期につきましては、12月末を目途にしております。そういたしますと、市内の企業、先ほ

ども言いました建築関係、それから電気関係、管工事関係、そういうものを組み合わせた中

で市内の業者の技術の粋を集めた中でのＪＶ環境を考えていきたいというふうに思っており

ます。そちらのほうにつきましては、私ども強く総務のほうへそんな形のほうをお願いした

いということで、広く市内の事業者の方に経済効果が行くような形を考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 今回、７工区となるとなかなか分けにくいこともあるんだよね、たく

さん過ぎて。だから、市内の業者だけで７工区を賄い切れるかというと、どうかなという。

業界の関係者としては、その辺のこともあるのでやはり、発注の総務とよく検討して、一番

よかれみたいな方法をとってやってください。お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて、傍聴議員の質疑を許し

ます。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で、平成29年度主要工事執行計画についてを終わります。 

  続いて、（５）平成29年度甲斐市生涯学習推進計画について、担当より説明をお願いし

ます。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） それでは、平成29年度甲斐市生涯学習推進計画につい

てご説明をさせていただきます。 

  資料は別冊になります。この計画は、社会教育委員会、公民館運営審議会等に諮り、創甲

斐教育推進大綱の具体的な実現を目指して、生涯学習文化課による平成29年度の事業計画

となります。 
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  １ページをお願いいたします。 

  甲斐市生涯学習推進計画の基本理念等になります。（１）基本理念、それから（２）の基

本方針につきましては、第２次甲斐市総合計画の基本目標の一つであります、「まちづくり

は人づくり、生涯にわたる学びのまち」を基本理念として、創甲斐教育推進大綱の具体的な

実現を目指して、生涯学習の推進を図ってまいる内容となっております。（３）生涯学習事

業の重点領域としては、以下の６事業を掲げてあります。（４）生涯学習事業の実施体系を

以下の６項目として、次の２ページからこの６項目について概要を示しております。 

  では、２ページをお願いいたします。 

  平成29年度の事業概要です。数値目標があるものについては平成28年度実績値と、平成

29年度の計画値を示しております。また、平成31年度目標値は、創甲斐教育推進大綱の最

終目標値となっております。主なものについて説明をさせていただきます。 

  （１）生涯学習推進体制の充実です。①から④まで４項目ございます。市民一人一人が生

きがいのある充実した人生を送ることができるよう、学習意欲、意識の啓発に努め、関係機

関、民間団体等と連携を図り、学習活動が円滑に推進できるよう支援体制の整備を図ります。 

  （２）多様な学習機会の提供です。①から次の３ページにわたり④までの４項目ございま

す。公民館等を中心に一般市民や子供を対象に、幅広い分野での学習機会の提供と文化芸術

に触れる機会の充実を図ってまいります。 

  次に、（３）生涯学習環境の充実です。①から③まで３項目ございます。②の生涯学習施

設の整備、維持管理についてですが、下から３行目となります竜王中部公民館にかわる新施

設は、竜王中部公園の付帯施設として整備され、平成30年度に開館予定となる内容の説明

をしてございます。 

  ４ページをお願いいたします。 

  （４）青少年の健全育成についてです。青少年を取り巻く環境は大きく変化している中で、

学校、家庭及び地域社会が常に連携し、①から⑧までの８項目を中心に青少年の健全育成活

動を積極的に展開していきます。 

  ５ページをお願いします。 

  （５）文化芸術に親しむ機会の充実です。①から③までの３項目を中心に、地域に根差し

た芸術活動に参加できるよう各種文化団体の育成を支援し、市民の文化芸術活動に対する関

心を高め、地域の文化活動の発展に努めます。 

  ６ページをお願いいたします。 
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  （６）文化財の保存と継承です。文化財を調査、保護また活用し、①から⑨までの９項目

を中心に、将来に向けた保存を図り、後世へ継承していきます。 

  以上が計画の概要となります。 

  ８ページは生涯学習文化課事業計画です。 

  （２）生涯学習機会の提供ですが、一番下が今年度の新規事業であります。金の尾遺跡発

見40年記念としまして、10月14日にシンポジウムを開催いたします。 

  それから９ページは、公民館、文化館等の事業。10ページ、11ページは関係団体の活動

内容、12ページは関係団体と施設の一覧、13ページ、14ページは生涯学習関係また青少年

関係の機構図となっておりますので、ご確認をお願いいたします。 

  以上、生涯学習推進計画となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  ないようでしたら、以上で委員の質疑を終了します。続いて傍聴議員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で、平成29年度甲斐市生涯学習推進計画についてを終わります。 

  続いて、（６）平成29年度甲斐市スポーツ推進計画について、担当より説明をお願いし

ます。 

  梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） それでは、スポーツ振興課より平成29年度甲斐市スポ

ーツ推進計画について説明させていただきます。 

  こちらのほうの別冊の資料になりますので、よろしくお願いいたします。 

  スポーツ推進計画につきましては、甲斐市教育振興基本計画、創甲斐教育推進大綱をもと

に計画されておりまして、昨年度の事業を継続した方針でスポーツ振興を図ってまいります。 

  それでは、主な部分につきまして説明させていただきます。 

  １ページをお開きください。 
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  生涯スポーツ推進の基本方針ですが、１の参加機会の充実の中の４番目にありますオリン

ピック種目体験教室など、各種スポーツ教室の開催とありますが、2020年東京オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会におきまして追加種目となりますスポーツクライミングの一つ

でありますボルダリング等を開催し、市民にスポーツのだいご味を味わってもらうことを目

的とした体験教室を開催いたします。 

  ２の創甲斐教育の推進につきましては、子供水泳教室として年中児から小学生を対象に水

なれから泳ぎの基本動作を習うための教室を本年も開催いたします。５の競技スポーツの振

興につきましては、加盟団体及び専門部競技団体で構成されている市体育協会及びスポーツ

少年団の育成等を行います。 

  ３ページをお開きください。 

  平成29年度事業の概要です。こちらにつきましては、生涯スポーツ関係予算を記載して

あります。今年度は施設の維持管理費の増額等に伴い昨年度より144万6,000円多い１億

4,283万6,000円の予算となっております。 

  ４ページをお開きください。 

  ２の生涯スポーツ事業として教育委員会の主催事業としての９項目、市体育協会の主催事

業として５項目、その他として、ダブルリーグに復帰した27戦全敗で終わりましたが、本

年度はまず１勝を目指して頑張っています、山梨クィーンビーズの支援等であります。 

  ５ページは、市の体育協会加盟団体及び専門部が主催する主な事業の一覧でございます。

昨年度と事業等変更はなく、継続しております。 

  ６ページをお開きください。 

  ３の体育事業の助成・体育施設の開放等として、自治会体育事業育成補助及び県外スポー

ツ大会出場費補助を本年度も継続しています。また、学校体育施設及び社会体育施設の開放

につきましても、昨年同様に開放してまいります。 

  ７ページは、６のスポーツ施設の設備の充実の内容でございます。今年度は、先ほど主要

工事計画において説明させていただきましたが、竜王武道館吊り天井改修工事等を予定して

おります。また、修繕が必要な箇所につきましては、随時整備を図ってまいります。 

  ④Ｂ＆Ｇ海洋センター及び⑤の玉幡公園総合屋内プールにつきましては、指定管理制度を

活用し、再指定しました株式会社フィッツに今年度から５年間運営を委託し、管理体制を引

き続き充実してまいります。 

  以上、簡単ではございますが、スポーツ推進計画の説明とさせていただきます。よろしく
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お願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  委員の質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） オリンピックとパラリンピックがあるんですが、甲斐市の場合障がい

者の競技会みたいな、競技と言ってもグラウンドゴルフとかそういうのでも構わないんです

けれども、何かあるんでしょうか。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） オリンピックにつきましては、東京都等を中心にしまし

て会場等がされるところでございます。甲斐市につきましては、事前のキャンプという形の

中で、アーチェリーを初めとしたものを来ていただいた場合には合宿という形のものを考え

ておりますが、パラリンピック、障がい者を対象としたものについて、今現在の中では考え

ているところはございません。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 僕の言っているのはそれでなくて、障がい者もいろいろな団体もある

し、障がい者の数も結構います。その、障がい者を対象にした甲斐市としての競技会という

か、スポーツ大会みたいなものがあるのかということです。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） こちらのほうで、福祉課のほうともまだ協議等はしてお

りませんけれども、そちらのほうでもしかしたらあるのかどうかわかりませんが、私の把握

している中では現在のところないかと思います。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 障がい者からそういうものもやってほしいような意見もちょっと、ち

らっと聞いたので、こちらも調べてはみますけれども、ぜひ、ちょっと確認をしてください。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 今のご意見等を確認させていただいてみますので、また

よろしくお願いいたします。 
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○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この参加機会の充実の中で、過去に今、オリンピックの誘致なんて言

って、山梨県の合宿というか、事前合宿とかという吉田のほうでは活発にやっているけれど

も、甲斐市においてもいつか一般質問の中であるのかどうなのかということがあって、検討

しているということで、先ほどちょっと課長が言われたようにアーチェリーなんてこともあ

るんだけれども、実際市としてそういう動きをしているのかどうなのか、ちょっと聞きたい。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 活動という形の中でございますけれども、東京オリンピ

ックが来るときに、事前の合宿という形でどの競技、どの国が来るのかははっきりわかりま

せん。ただ、うちの甲斐市の場合につきましては、ミニコクとかやった経験があります。ア

ーチェリーを甲斐市ではやったことがあるということなので、それをＰＲをさせていただい

てあります。会場につきましては、敷島総合公園の多目的会場、そちらのほうに今までも、

国体等と来ていただいた経験がありますので、ドーム等はちょっとこちらにはないんですが、

県のアーチェリー協会と協力しまして、こちらのほうに設備はできますからぜひ、使ってく

ださいという形の中で、各国、国が見られるようなホームページがあるんですけれども、そ

ちらのほうに登録をさせていただいて、事前に周知はさせていただいているところでござい

ます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今そのあれだと、非常に本当にやる気があるのか、その今他の、吉田

あたりでは既にフランスあたりからラグビーの７人制の女子とか、実際現地視察に来ている

わけじゃないですか。同じ2020年にやるのに、一方ではやったら来てくださいよと、要は

その本気度だよね。ただやるだけの、本当に来て、自分たちがやりたかったらそれなりの事

前に準備をして取り組まなければ、とてもじゃないけれどもそんなの誘致できないよね。そ

の辺の、やるならやる、やらんじゃやらんという、そういうそこを明瞭にしておかなければ、

何か周りに流されてこういうふうにやっているということなので、やはりそういうことに取

り組むんじゃ、もう少し本気度がほしいんだけれども、その辺はどうなの。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 甲斐市も県のほうの会議等がありまして、県下の全市町

村が集まった中で、当然施設がなければできないということがありまして、当然どの種目が
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できるのかというところの話をしたところでございます。今回、富士北麓のほうが中心にな

っています。聞くところによりますと、観光的な面、富士山という資産がある中で、富士北

麓のほうでは中心的にまとまりまして、観光的な誘致等も含めた中で事前合宿に来ていただ

きたいというようなことを、富士山を中心とした資源の中で動いているようなところでござ

いまして、私たちも富士山がないわけでないんですけれども、そういうことの中で、アーチ

ェリーのほうの周知をさせていただいているというところでございますので、ご利用いただ

けると思います。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 先ほど、スポーツ教室のほうでボルダリングをやると言ったんだけれ

ども、そういう壁を登るのだよね、ボルダリングというのは。施設がなければできないし、

その辺のところはどういうふうにエリアを考えているの。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 内藤委員さんが言いますように、施設がなければできな

いというところがありまして、甲斐市にはちょっとございませんが、山梨県に小瀬スポーツ

公園のほうにあるようでございました。そちらのほうを一度、貸していただいた中で、最近

ニュースとかで、結構スポーツの中でやっていまして、かなり早く岩を登るような競技等も

あるようなので、魅力的なものもありますから、今回新しく追加された競技でございますの

で、そういうものも含めて市民の方にだいご味を味わっていただければということで体験の

教室を開催するところを小瀬のほうで考えているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それに関連することなんだけれども、子供たちの体力増強ではないけ

れども、ドラゴンパークにもちょっとした、それに似たようなものがあるんだけれども、思

い切ってそういう施設をドラゴンパークあたりへつくって、甲斐市の目玉にするようなこと

も提案だけれども、ちょっと検討してもらいたいなと思うんですけれども、部長、どうです

か。 

○委員長（長谷部 集君） 生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） お答えいたします。 

  甲斐市には、山岳ということの中で敷島の北部に山梨百名山の太刀岡山とか茅ヶ岳等々ご

ざいます。それらの中で、現在非常にボルダリングを若い少女、または少年に人気がありま
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す。今内藤委員さんおっしゃられたように、場所とすればその敷島総合公園とか、ドラゴン

パークもございます。それらの中でまたそのニーズ等を把握する中で、やはりそういうもの

を積極的にやっていきたいということを考えてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 社会体育のことでちょっとお伺いしたいんだけれども、市の体育協会

主催の最近の事業の状況はどんなふうですか。大体はわかってはいるんだけれども、例えば

どこに人気が集中している、どこが衰退していっている、それは当然把握しているとは思う

んだけれども、その辺はどうですか。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） ４ページにあります市の体育協会の主催事業という形の

中の事業でお話させていただきますと、ここに書いてあるのはソフトボール大会、バレーボ

ール大会といって今月の28日に行われるところでございます。ソフトボール大会につきま

しては、ことしの予定は27チーム参加させていただいているところでございますが、バレ

ーボールにつきましては６チームという、ちょっと少ないようなところもあるかと思います。

そうはいっても、バレーボールの人口はかなり多いところもありますので、バレーボール協

会と協力した中で、もう少しバレーボール協会の大会のほうに周知ができるような形も考え

てはおりますが、バレーボールがちょっと最近は少ないような状況になっているところでご

ざいます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） そういう漠然とした話ではなくて、具体的に例えば支部対抗のソフト

ボール大会は年々どういうふうに減っているとかふえているとか、バレーボールはほとんど

参加者がないとか、これ、項目ごとに当然データをとってあるんだもので、そういうふうに

答えてもらいたい。大体わかるからそれはいいけれども。あと、こういうほかに体育協会の

加盟競技団体の欄がこんなにたくさんあるよね。これは、いわゆる専門部の主催事業で、市

は直接タッチしていないという話に一応なっているわけだけれども、こっちのほうの流れに

ついても、状況把握はできているということですか。 

○委員長（長谷部 集君） 望月係長。 
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○スポーツ推進係長（望月新路君） 各専門部でこのような事業のほうを、教室をやっていた

だいております。教室につきましては、実施した専門部等に補助金のほうを出す場合もござ

います。現在、特にグラウンドゴルフの関係の協会で実施する事業につきましては、大変参

加者が多いような形になっております。現在、ソフトテニス等も小学生等を対象とした教室

もしていただいていますので、そっちのほうも結構参加者が多くなっている状況でございま

す。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 競技がダブっている。それで、同じ人が行かなければいけないという

のが現実なんです。やっと集めてやっているというような科目もあったりするので、そこの

ところは専門部会とも調整、やりとりしてうまくやってください。 

  あと一つ、クィーンビーズの支援の件ですけれども、クィーンビーズに年間を通して支援

をしていると。具体的に何の支援をどんなふうにしているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 大会が、10月ごろからシーズンが始まります。その前

に、大会の前に市内の中の市道等にクィーンビーズの旗とかを出していただいて、市として

盛り上げていこうと。大会はいつあるから、ぜひ参加してくださいねという、私ども周知等

をさせていただいているようなところでございます。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） それもありがたいと言えばありがたい、市長が声からして飛び歩いて

一生懸命応援しているというのもありがたいとは思うけれども、具体的にプロチームだとい

うことなので、やはり選手が勝とうという気になるとか、あるいは勝たないと給料がもらえ

んとかということのほうが、成績もあるいは甲斐市の知名度を上げるのにも、私は有効だろ

うと思うんです。だから、どういう支援の仕方があるかという中に、例えば何か検討を加え

たら、例えば補助をしてあげられるとか、そういうことの可能性というのは考えられないん

ですか。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 現状の中、ようやくダブルリーグに復帰したというとこ

ろで、本当に選手の方たち、私も直に見させていただきますけれども、仕事を持って、例え
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ば５時ごろ前に練習を皆さんで一緒に始めるという形の中で、両立しながらやっているとこ

ろは大変わかるところでございます。市としても、斉藤委員さんが今おっしゃったような方

面からの支援という形も考えられるかと思いますけれども、今現在はできたばかりの、ダブ

ルリーグに復帰したばかりのクィーンビーズに対して、市民を総出で盛り上げるほうを先に

優先的に考えたいと思いますので、そんな形でのぼり旗とかいろんな形でぜひ、会場のほう

に足を運んでくれるような方法を考えて周知等をさせていただくということでご理解をいた

だければと思います。 

〔「ありがとうございます」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 生山部長。 

○教育部長（生山 勝君） ちょっとお答えいたします。 

  斉藤委員さんのご質問の中で、ご意見としてクィーンビーズの応援、補助的なものはでき

ないかというご質問でございますけれども、やはり金銭的な補助金を市がクィーンビーズに

対しては非常に厳しいものがあろうかと思います。ただ、一応市のほうといたしましては、

ホームタウンゲームということで、敷島体育館をホームタウンということでタウン化して、

その会場を使ってもらったり、またその会場に市民の方々を動員ということは非常に力を入

れております。またもう一つ、多方面におきましてということで、一応クィーンビーズの選

手の任用を行っております。一般職非常勤という形の中で、体育の免許を持っている方につ

きましては市の中学校の非常勤の職員ということの中で、授業のほうへかかわってもらって

いる。また、もう一人はこの４月から竜王図書館のほうにおきまして、非常勤職員というこ

との中で任用を行っております。そういうことの中で、一応選手の任用等につきましては、

現在甲斐市におきまして２名のクィーンビーズの選手を任用を行っているという状況でござ

います。ですから、そういう面から補助的なものということの中で考えていきたいというよ

うに思っております。金銭的には非常に難しいということでご理解をお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 一つ教えていただきたいんですけれども、この競技団体専門部主催事

業というところで、一番下にスポーツ少年団育成、これは母集団と言うんですか。母集団研

修会とありますが、これはどういう人たちのどういう活動なんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 望月係長。 

○スポーツ推進係長（望月新路君） 一応育成母集団ということで、母という形になっていま

すけれども、特にお母さん方ということではなくて、少年団の隊員の父兄の方、それから指
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導者の方も含めた中の集団ということで研修会のほうをさせていただいています。この研修

会のほうについては、おととしには健康的な骨接ぎというか、そういうようなけがをしたと

きにどういう対処をしたいがどうか、あと、昨年につきましては、体罰がないようにという

ような研修会のほうをさせていただきました。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  そのほかに質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、委員の質疑を終了し、続いて、傍聴議員の質疑を許し

ます。 

  質疑ございませんか。 

  横山議員。 

○議員（横山洋介君） 先ほどの内藤委員の関連なんですが、オリンピック誘致のことで、今

回オリンピック競技種目体験教室がボルダリングということなんですけれども、そもそも誘

致はアーチェリーの競技として誘致はしていきたい、だけれども、市としてやることはボル

ダリングの体験教室をするというと、ちょっとちぐはぐをしているというか、何でボルダリ

ングになったのかという、ちょっとそこの理由を知りたいのですが、お願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） 先ほど説明させていただいた中で、オリンピックについ

てはボルダリングをちょっと表に出して話をさせていただいたところですけれども、アーチ

ェリー教室も初心者のためのアーチェリー教室という形はやっております。ことしも考えて

おります。また、オリンピック種目にはカヌーとかまたいろんなものもありまして、カヌー

についても体験教室等もやっておりますけれども、今回初めてボルダリングということをや

ることを決めたものですから、オリンピックにはボルダリングという先ほどの説明をさせて

いただいたところでございますので、アーチェリーもカヌーとかいろんなオリンピック種目

はいろいろありますけれども、その種目についても行うことは今までどおり継続してやって

いきますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 横山議員。 

○議員（横山洋介君） 先ほどのクィーンビーズの件もありましたし、市民の方、皆さんから

盛り上げていきたいという中で、やはりアーチェリーは根強く続いてきたものですので、ぜ
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ひ、この点はもうちょっと盛り上げていきたいなと。やはり事例としても、例えばカーリン

グとかは軽井沢とかもそれで有名になってきた部分もあったりとかしますので、そういった

ところに力をぜひ、入れていただきたいと思いますので、これは要望ですので、よろしくお

願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか、質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） すみません、いよいよチャレンジデー2017ということの中で、今回

初めてですが、秋田県の大仙、あるいは鹿児島県の霧島とまだ、そのほかに何か外国の対戦

チームがあるということですと、ちょっと外国の国です、その辺をもし、わかっていたら教

えていただきたいなと。どの辺にあるのか、その辺がちょっと私どもわからないし、お願い

したいと思うんですけれども。 

○委員長（長谷部 集君） 梅原課長。 

○スポーツ振興課長（梅原 剛君） ワールドチャレンジデーという形の中で、今回初めて参

加させていただきますということをこの前ご報告させていただいて、議会のほうの皆さんの

ほうには、チラシのほうを一部お配りさせていただいたところでございます。その資料の中

に、対戦相手はクロアチアのシサク市、シサク市といってもちょっとわからないところがあ

ったので、うちのほうではクロアチアという国と対戦するような話でさせていただいておる

ところでございます。 

  場所的につきましては、イタリアよりもちょっと北側のほうというようなところであるよ

うでございます。サッカーの選手が結構多くて、日本ではワールドカップでクロアチアと２

回ほど当たったということもあって、なかなか親しみはあるようなところではないかという

ことでございます。 

  情報的なものにつきまして、クロアチアの方がもし、県内にいらっしゃればぜひ、今回の

チャレンジデーの中にちょっと国際交流の方たちと中で一緒に企画等を考えているところで

ございますけれども、なかなかクロアチアの方がいらっしゃらないというところもありまし

て、国際交流の方とは今協議等をさせていただいて、何らかの形で、国際というか文化とい

う形の中の交流をちょっととらさせていただいて考えていく企画を考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 
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○委員長（長谷部 集君） ないようですので、以上で傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、平成29年度甲斐市スポーツ推進計画についてを終わります。 

  続いて、（７）平成29年度甲斐市図書館事業推進計画について、担当より説明をお願い

します。 

  保坂図書館長。 

○図書館長（保坂和也君） 甲斐市図書館計画推進事業について説明をさせていただきます。 

  別冊になります。平成29年度甲斐市図書館事業推進計画をお願いをいたします。 

  それでは、ページを追って主な部分につきまして説明をさせていただきます。 

  まず、１ページになります。 

  １の基本方針ですけれども、５つの方針を定めてありまして、この計画全てが創甲斐教育

にかかわっていますので、その下にあります２、創甲斐教育の推進として具体的な内容を示

してあります。施策としましては、（１）から（５）までありまして、特に創甲斐教育推進

大綱の中に数値目標があるものにつきましては、指標ということで表記をさせていただいて

おります。創甲斐教育では平成31年度を最終目標としていますので、着実に推進しながら

目標値を目指したいと考えているところでございます。 

  続いて、めくっていただきまして３ページ、４ページをお願いします。 

  ３ページ、４ページにつきましては、図書館の概要になります。右側の４ページ中段の蔵

書関係の現有数、また、その下の一番下の欄になりますけれども、利用関係のところの届出

数などにつきましては、平成28年度の実績の数値ということで表記をさせてもらっており

ます。 

  ページをめくっていただきまして５ページになります。 

  ５ページは、平成29年度の事業概要としまして、図書館全体の組織、職員数、勤務体制

の内容になっております。職員数は正職員が９名、臨時職員が12名、それに私を含めた合

計22名の体制になっております。このほかにパート、臨時の職員としまして３館で約30名

ほどの方をお願いしておりますが、週６日開館日があります。週６日の開館日や平日９時間

の開館時間、また、職員が事業や研修等で不足する際にそういったパートや臨時さんをお願

いをしているというところでございます。 

  続きまして６ページは、平成29年度の図書館関係の予算ということでございます。 

  ページをめくっていただきまして、７ページ、８ページになります。 

  ７ページ、８ページは利用サービスの内容でございます。８ページ右側の表になりますけ
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れども、８ページの中の中段の県立図書館広域返却サービス、これにつきましては平成29

年度、今年度から開始をしたサービスです。昨年度28年の５月から試行という形で始めて

いましたけれども、本年度本格的に開始をいたしました。甲斐市につきましても３館、竜王、

敷島、双葉、そろって協力をしまして県立図書館の資料の返却窓口ということになっており

ます。 

  続いて、ページをめくっていただきまして９ページ、10ページになります。 

  ９ページ、10ページにつきましては事業計画でございます。各館とも年間を通して決め

られた曜日に行います定例事業、それと季節に応じまして催し物を取り入れて行います特別

事業というのがあります。今年度の新規事業や名前が同じでも内容を変更したものにつきま

しては、新ということで書かせていただいております。新規事業を中心に、幾つか説明させ

ていただきます。 

  まず、９ページの竜王図書館の特別事業の子供向け事業の子供読書週間事業についてです

けれども、対象は乳児、幼児ということでございます。図書館正面の北部公園を利用させて

もらって、ピクニックのようにブルーシートを敷いて、野外でお話会や工作を行う予定でし

たけれども、５月13日、この日ちょっとあいにく朝から雨ということで、事業自体は中止

となってしまいました。ただ、その日障害施設の方が何人かお見えになっていたので、急遽

お話会、その同じ内容のものにつきましてお話会という形で図書館の中で行ったところでご

ざいます。 

  次に、やはり特別事業でその他事業の就労支援事業の関係ですけれども、対象は一般とい

うことになります。甲府と韮崎ハローワークから月２回、求人情報データが配信されていま

すので、冊子の形に製本しまして、現在閲覧と配布を行っていますけれども、加えてハロー

ワークの職員の方に来ていただいた中で、就労支援セミナーや個別相談を行いたいというこ

とで考えております。 

  続きまして、敷島図書館の特別事業でその他の上映会事業という、上映会でございます。

上映会につきましては年間を通して行っていますけれども、通常一般的な上映会というのは

参加者が健常者の方が主な参加者ということでございますので、障害をお持ちの方や高齢者

の方、また、耳が不自由な方などを対象にした上映会を行いたいということで考えておりま

す。 

  その他幾つかの新規事業を取り入れながら実施をする予定であります。 

  10ページの一番最後には、創甲斐教育推進事業としての事業を示してあります。創甲斐
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教育としては、事業の継続が必要になりますので、ブックスタート事業、保育園や幼稚園に

職員が出張して読書の啓発をしながら貸し出しをする移動図書館、図書館ネットワーク事業

等について計画的に実施をしていく予定でございます。 

  ページをめくっていただきまして、11ページ、12ページになります。 

  11ページ、12ページの資料購入計画につきましては、利用者の期待に応えられるような

新鮮な資料をそろえることが図書館としては大事なことですので、ただ、収蔵の能力もあり

ますから、古くなった資料などは廃棄をしながら新しいものを購入するなど、予算の範囲内

で計画的に行っていく予定でございます。 

  ページをめくっていただきまして13ページになります。 

  13ページは図書館関係団体の関係です。図書館協議会委員と図書館ボランティアの内容

となっております。図書館協議会委員さんの中で、２番目に書かれています学校教育関係の

竜王北中の今村淳一校長先生が、今年度からお願いをすることになりましたので、新たに今

村淳一先生のお名前を加えさせていただいております。 

  14ページにつきましては、平成28年度の利用状況の統計資料でございます。ちょっとす

みません、横になって見にくくなって申しわけないんですけれども、統計資料の中で２番目

にあります利用状況の関係ですけれども、ここの貸出件数につきましては、日本図書館協会

というのがございまして、全国の公共図書館の統計の資料を公表しております。現時点での、

一番新しい数字が平成26年度の集計した数字になりますけれども、甲斐市につきましては

全国で人口６万から８万人の市、区における比較の中で全国で５位ということで、かなり利

用者の多い図書館となっていることでございます。 

  以上で、簡単でございますが、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  委員の質疑を行いたいと思います。 

  質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ９ページの利用図書館のこの新規の就労支援事業、セミナーと個別相

談とありますが、これは図書館が中心になってやる、福祉と抱き合わせでやるのか、これが

始まったちょっと経緯を。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本係長。 

○図書館総務係長（坂本和代君） 図書館対象人数、対象のものが幼児から高齢者ということ



－47－ 

になっております。主に高齢者の事業がちょっと少なかったということで、就労支援という

事業を新しく考えました。これは図書館が独自で行いまして、ハローワークのほうに協力を

お願いしております。講師のほうはハローワークの職員が来ていただいて、セミナーをして

いただいて、あと、個別相談のほうも簡易的な登録ですとか求人の紹介等もあわせて個別相

談で行っていただくというふうなことを考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） これの目的というのは就労ということですよね。11月予定とありま

す。１回なんですか、この個別相談というのは、それとも継続してこれからやっていくのか。

その辺のところをちょっと。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本係長。 

○図書館総務係長（坂本和代君） 実は、昨年に一度11月に行いました。退職を控えて、第

二の人生を始めようかというような時期に、そろそろ次の就職を探すのではないかというこ

とでこの時期に始めたんですが、今年度はもう少し高齢者とかの対象を考えておりますので、

時期はちょっと未定ではありますが、年齢を上げて再就職といいますか、50、60、70ぐら

いまでを対象にと考えて行っております。これは年に１回、今回は竜王図書館ですが、敷島

とか双葉とか会場を変えて毎年一度行っていきたいと考えております。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 昨年の状況というのはどうだったのか教えてもらえますか。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本係長。 

○図書館総務係長（坂本和代君） 昨年は竜王図書館で、シニア世代ということで募集をしま

して、定員20名のところが16名の参加がありました。個別相談は２日間行いまして、定員

６名のところ６名の定員がございました。 

○委員長（長谷部 集君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 就労は実現したんでしょうか、その辺のところは。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本係長。 

○図書館総務係長（坂本和代君） 図書館では、就労の経過までは把握はしておりませんので、

あくまでも相談とハローワークの利用の仕方、あるいは履歴書の書き方とか、全くどのよう

に始めていいかわからないという方のための、窓口のためにということで始める事業であり

ます。 

〔「わかりました」と呼ぶ者あり〕 



－48－ 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ８ページの県図書館広域返却サービスというのも新しい事業として４

月１日からということなんですけれども、これについては、この事業に関して費用とかそう

いう人的なそういうあれとか、そういうものは発生しているんですか。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本係長。 

○図書館総務係長（坂本和代君） この事業は、県立図書館のサービスの協力ということです

ので、費用は全く発生はしておりません。職員が県立図書館で広域返却の申請をしまして、

その資料をどこで返却するかというところまでを県立図書館のほうに申請をします。そして、

その資料を該当の図書館に持って行ったところで竜王図書館で職員がそれを確認するという

作業だけになりますので、職員の作業だけになります。あとは、そのときに竜王図書館の利

用の案内をあわせて行うというふうにしております。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということはこれ、３館というんだけれども、返却する場合で、県立

図書館で借りたものを敷島で返してもこっちでやってくれるという、そういうシステムとい

うか、返却システムってそういうことになっているということですか。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本係長。 

○図書館総務係長（坂本和代君） そうです。ただ、事前に県立図書館で借りる場合に自分の

借りた資料をどこに返すかという申請をしなければならないというふうになっております。 

○委員長（長谷部 集君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今全く費用はかからないとは言いながらも、やはりそれだけ職員の事

務時間がふえるということですよね。一応そういうやりとりをして自分たちのその、という

ことですよね。それだけ皆さん大変ということですよね。仕事がふえたということで、頑張

っていただければ。いいサービスを提供するにはお金がかかるんだけれども、その分を皆さ

んが背負っていかなければならないということですよね。 

  頑張ってください。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） 今の続きなんですけれども、では、その利用者が竜王図書館に持って
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きたその返却する資料を、今度は県立図書館に持って行くのはこちらがするということで。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本係長。 

○図書館総務係長（坂本和代君） 広域返却サービスという利用がありまして、通常いろんな

図書館から本を借りているんですが、県の巡回車というのが各市町村を回っておりまして、

そこに来るようになっております。竜王図書館の場合は、地域の拠点館が韮崎図書館になっ

ておりますので、韮崎図書館のほうに週に１回、その本を持って置いておくと、県が韮崎の

ほうに回収に来るというふうなシステムになっております。 

○委員長（長谷部 集君） 滝川副委員長。 

○委員（滝川美幸君） わかりましたけれども、韮崎に持って行くよりも県立図書館に持って

行ったほうが早いのかなと今思いましたけれども、わかりました。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） ４ページの施設関係のＷｉ－Ｆｉのことなんですけれども、この間ち

ょっと私以外の委員さんからも出ましたけれども、これは今のところ竜王図書館60台、あ

と敷島、双葉は一応予定はゼロなんですけれども、今後の見通しとしていかがですか。 

○委員長（長谷部 集君） 坂本係長。 

○図書館総務係長（坂本和代君） 現在のシステムが７年目を迎えておりまして、来年度シス

テムの更新を、予算が通ればする予定でおりますので、その際に合わせて検討をして行きた

いと思っております。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了し、続いて、傍聴議

員の質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） すみません、５ページの勤務体制、これはちょっと前もいろいろなご

意見がございまして、例えば３館が、特に学生さんの夏休みの時期なんですけれども、夏休

みの時期に、例えばその中学３年生を含めてですけれども、高校に進学する生徒さんたちが、

夏休みは少し時間延長をお願いしたいというご父兄とか生徒が多いんですけれども、そうい

うお考えがあるかお尋ねしたいと思います。 



－50－ 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 夏休みにつきましては、通常の開館時間を１時間早く繰り上げま

して、９時から開館という形で対応しております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） 三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 開館が早いのはご存じなんですけれども、今７時15分とあるわけで

すけれども、それが少しでも延長ができると夏休みは日がないと、それから時期的に進学を

目指している生徒も多いという中で図書館の利用を考えている方が多いんです。その辺で夏

休みの時期だけ図書館の時間延長ができるかどうか、再度お聞きしたいと思います。 

○委員長（長谷部 集君） 閉館時間を遅くできないかと、そういう質問ということですね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） 保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） 閉館時間の延長ということですね。図書館につきましては、運営

協議会等がございます。また、図書館の関係の利用者のアンケートや何かもとっております

ので、そういったところで結果、または協議などをさせて考えていきたいと思っております。

よろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） なければ、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で、平成29年度甲斐市図書館事業推進計画についてを終わります。 

  続いて、その他を行います。 

  生涯学習文化課から報告がありますので、説明をお願いします。 

  土屋課長。 

○生涯学習文化課長（土屋達巳君） それでは、生涯学習文化課より６月定例議会におきまし

て補正予算をお願いするものであります。内容は、都市計画道路田富町敷島線の拡幅事業に

伴います埋蔵文化財調査の県の受託事業についての歳入歳出それぞれの補正と、平成29年

度一般財団法人自治総合センターからのコミュニティ事業、コミュニティ助成事業の助成金

が４月に採択されましたので、歳入歳出それぞれの補正並びに同じく一般財団法人自治総合

センターからのシンポジウム助成事業の助成金が４月に採択されましたので、既に当初予算

で計上してあります金の尾遺跡発見40年記念シンポジウムの歳入の財源構成の補正をお願
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いするものでございます。 

  以上、３本ですけれども、よろしくお願いいたします。 

○委員長（長谷部 集君） 次に、学校教育課から報告がありますので、説明をお願いします。 

  内藤課長。 

○学校教育課長（内藤和彦君） お疲れさまです。 

  昨日ファクスでご報告をさせていただきました。また、三浦議員からも先ほどご質問ござ

いました生徒の花火による火災につきまして、改めてご報告をいたします。 

  発生が昨日24日、午後４時45分ごろ。鎮火が午後５時30分ということでございます。発

生場所ですが、甲斐市西八幡釜無川左岸の河川敷。玉幡中学校の西側ですので、玉幡中学校

から河川のほうへ向かって、ちょうど道路を土手を挟んで川沿いということになります。 

  経緯ですけれども、玉幡中学校３年生男子生徒３名が河川敷でロケット花火をしておりま

した。川のほうに向けて撃っていたところなんですが、風にあおられ戻って来てしまいまし

て、付近の枯れ草に燃え移り火災となったというものでございます。幸いけが人や建物等へ

の延焼はございませんでした。生徒たちは消火しようと足で踏んだり、ペットボトルの水を

かけたりしたわけですけれども、非常に乾燥しておりまして消すことができず、みずから

119番通報をしたところでございます。焼失面積が約1.2ヘクタール、現場を見ますと60メ

ートル幅で200メートル近く、ちょうど長方形のような形で延焼したということでございま

す。 

  学校の対応ですけれども、今回の事案を受けまして、学校では本日朝、各学年で学年集会

を開き、生徒に経緯の説明をするとともに火災の危険性を初め、放課後の過ごし方を丁寧に

指導をしたところでございます。また、保護者とも連携し生徒の心のケアに努めているとこ

ろでございます。３人は大きくなってしまった事件と昨夜のさまざまな聴取で大変大きなシ

ョックを受けているという様子が見受けられます。学校では保護者と連携しながら丁寧にケ

アを図っているところですが、なお、本日は通常どおり３人とも登校をしております。 

  なお、教育委員会の対応でございますけれども、本日午前中、各小・中学校に対して教育

長名で事案の報告を行うとともに、安全教育等について日常の生徒指導に万全を期すよう通

知をしたところでございます。今後は、学校と密接な連携を図りまして再発防止に努めてま

いりたいと思います。このような火災を引き起こしまして、大変申しわけございませんでし

た。 

  続きまして、先ほど三浦議員からご質問いただきました平成28年度小・中学校別要保護、
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準要保護児童・生徒認定数の一覧を今、お配りをしております。学校ごとの認定数、認定率

でございます。本日の資料１ページのカンスウ参考資料としてごらんいただければと思いま

す。 

  以上でございます。 

○委員長（長谷部 集君） 説明が終わりました。 

  質疑を行いたいと思います。 

  特にお聞きしたいことがありましたらお願いします。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） よろしいですか。 

  ないようでしたら、続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  横山議員。 

○議員（横山洋介君） 先ほどの中学生の件なんですが、ロケット花火を川のほうに向けてい

たということなんですけれども、環境美化というか、その辺の教育というか、指導も一緒に

あわせてお願いしたいので、要望ですのでよろしくお願いします。 

○委員長（長谷部 集君） 清水議員。 

○議員（清水正二君） 図書館の今、地域の広報紙であるとか卒業アルバムであるとか、そう

いった地域の情報誌の切り抜きというのがちょっと全国的にちょっと問題になっているんで

すけれども、甲斐市の状況はどうなんですか。その点のチェック体制とかそういったものを

お聞かせください。 

○委員長（長谷部 集君） 本案検討質疑ではないんですけれども、では特別に。 

  保坂館長。 

○図書館長（保坂和也君） ５月に入って岐阜県が最初だったかな、の関係のお話だと思いま

すけれども、その中で山梨県からも照会が来ております。甲斐市も３館全部調べまして、対

象となっていたのが大体今のところは100冊弱、九十何冊を見ましたけれども、今のところ

甲斐市としては、切り抜き等がございません。なので、県のほうにもそのように報告をさせ

てもらっているところでございます。 

  あと、要するにその冊子です、記念誌等につきましては、ほとんどのものが書庫、要する

に一般の人が自由に閲覧できるところにはないところに保管してあります。一部一般の人が

見られるところにもあったものもございますが、それも全部移動しまして、書庫の中に移動

しております。ですから、それを見たい場合は一度職員に話をして、職員がそこへ行って持
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って来るというような管理体制になっております。 

  以上です。 

○委員長（長谷部 集君） そのほか質疑ございませんか。 

  三浦議員。 

○議員（三浦進吾君） 先ほどの、生徒さんは玉中の生徒さんかなと思うんですけれども、３

名と。本人たちも悪意があってやったのではないと思うんですけれども、やはりこれだけの

大きな問題になると子供たちの中で話題になって、本人に対していじめではないけれども、

話題がそういう白い目で見られるという懸念が十分あろう、その辺でやはり心のケアを先生

にお願いして、３名がふだんどういう学校態度かわかりませんけれども、その辺を十分お願

いしたいと。要望でいいです。 

○委員長（長谷部 集君） では、お願いします。 

  そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、傍聴議員の質疑を終了します。 

  以上で、学校教育課からの報告を終わります。 

  次に、委員より教育部関係でお聞きしたいことがありましたらお願いします。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、以上で教育部関係のその他を終了します。 

  引き続き、その他を行います。 

  全体のその他です。委員よりその他何かありましたらお願いします。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（長谷部 集君） ないですね。 

  事務局より何かありましたらお願いします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（長谷部 集君） ないようですので、以上でその他を終了します。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。ご協力ありがとうございます。 

  以上をもちまして、総務教育常任委員会を閉会といたします。 

 

閉会 午後 ４時０５分 

 


